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１．事業概要 

１ 委託事業の内容 

専門職業人材の最新技能アップデートプログラムの開発  

 

２．事業名 

アパレル産業における社会変化に対応した技能アップデートプログラムの開発と実証事業 

 

３．代表機関 

法人名   学校法人第一平田学園 

学校名   中国デザイン専門学校 

所在地   岡山県岡山市北区船頭町１２ 

 

４．構成機関・構成員等 

（１）教育機関 

１ 中国デザイン専門学校 

２ 専門学校山形V カレッジ 

３ 上田安子服飾専門学校 

４ 日本電子専門学校 

５ 専門学校静岡電子情報カレッジ  

６ 大阪工業技術専門学校 

７ 日本工学院専門学校 

８ 東北電子専門学校  

 

（２）企業・団体 

１ 有限会社ワイズマン 

２  岡山県アパレル工業組合 

３ 株式会社インフォテック・サーブ 

４ 倉敷ファッション研究所 

５ 一般社団法人全国専門学校情報教育協会 
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（３）行政機関 

１ 岡山県労働局 

 

（４）事業の実施体制（イメージ） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施委員会・・・事業統括、事業方針策定、事業進捗管理、 

          予算執行管理、連携体制整備、人材ニーズ把握、 

          課題検討・対応、事業成果検証、成果活用・普及 

調査分科会・・・調査企画、調査項目検討、調査実施・結果分析 

開発・実証分科会・・・ 

          開発方針検討・提案、教育プログラム開発、 

          VOD 配信プラットフォーム検討～決定  

          実証講座効果計測、講座運営、企業団体連携 

評価委員会・・・教育プログラム検証・評価、実証講座検証・評価  

本校・・・・・・統括、プログラム開発、講座実施、成果の活用 

協力専門学校・・開発協力、講座実施協力、成果の活用 

有識者（大学教授等）・・・ 

          教育プログラム評価検証、講座評価検証、 
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          事業成果の評価と検証、助言・協力 

企業・・・・・・人材ニーズ情報提供、講座実施協力、受講者募集 

企業団体・・・・産業界の人材ニーズ情報提供、講座実施協力 

          会員企業の社員教育への活用促進、受講者募集 

 

（５）各機関の役割・協力事項について 

○教育機関 

アパレル業界 SDGs 実態調査調査 

今後の必要な能力の可視化 

育成人材像の明確化 

調査への協力（求人企業、学生就職先企業の紹介） 

教育プログラムの検討～作成協力 

（現在実施されている関連教育カリキュラム・シラバス・使用教材の情報提供） 

（本事業で開発予定の教育カリキュラム（案）の資料収集・作成、シラバスの必要項目

抽出、教育教材の必要項目抽出と参考資料の提供） 

実証講座実施協力（会場の提供、受講者募集等） 

教育プログラムの実証実施・運営 

指導者ガイド作成協力 

成果の活用  

○企業・団体 

調査支援・協力 

リカレント教育に関する情報提供 

アパレル業界 SDGs の取組に関する情報提供 

産学連携体制整備協力 

教育プログラム作成支援・協力 

教育プログラム実証協力 

 受講者募集協力、社員教育への活用検討 

実証評価 

○行政機関 

 リカレント教育に関する情報提供 

 産学連携の助言 

 受講者募集支援 
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５．事業の内容等 

（１）事業の趣旨・目的等について 

コロナ禍は社会全体に大きな変化を与え、非接触を推奨する観点からデジタル化が急速に進展

した。アパレル業界では、実店舗の売上が低迷する中、E コマース（ネットショップ）の売上が、

前年比 20％を超える伸長率となっており、今後も拡大が見込まれている。 

来店顧客が対象であった販売は、ネット上の顧客も対象として展開するようになった。ネット

上の広範囲な顧客を対象にすることで、売上拡大を期待できるようになったが、ネットショップ

の競争は激しく、ネット上のマーケティングや販売ノウハウが不可欠である。また、様々な地域

や価値観を持った顧客に対応するためには、オンラインでの販売技術ばかりでなく、社会課題で

ある SDGｓやその対応状況等の知識も必要で、広範囲にわたる知識が求められる。アパレル小

売業におけるオンラインの接客や販売は主に実店舗の販売員が、SNS 等を利用して行っている

例が多く、これまで業務で IT利活用技術やネットショップ運営の知識のない販売員には、対応

が難しい状況が続いている。 

本事業は、アパレル業界、主に小売業を対象に、社会や顧客意識の変化に対応した SDGｓや

デジタル化（SNS 利活用・デジタルマーケティングの知識・技術等）の知識・技術を提供し、

社会変化に対応したアパレル人材として、知識・技術をアップデートするリカレント教育プログ

ラムを企業・業界団体と連携して開発する。開発する教育プログラムを用いて講座を実施し、実

証するとともに、人材養成を行う。専門学校がリカレント講座を継続的・安定的に実施するため

の協力体制を企業・業界団体と整備し、これからのアパレル業界に必要な人材育成及びアパレル

人材の技能のアップデートを推進する。 

 

（２）当該学び直し講座が必要な背景について 

アパレル業界は、社員教育のほとんどがOJT で行われている業界である。OJT での社員教

育が通常であるため、新たな知識や技術の機会は少なく、個人の自己啓発に委ねられている。 

企業としてのリカレント教育・OFFJTの取組みは、コロナ禍での売り上げの低迷や、離職率

等の関係で、経費をあまり掛けられないのが現状である。  

※アパレル業界の新卒 3 年以内の離職率は、高卒で 48％大卒で 38％と平均は、高卒で

37％大卒で 31％なので離職率は高めといえる。 

（出典 厚生労働省「新規学卒就職者の離職状況」） 

※離職を考えると社員教育に大きな経費をかけられないことも要因の一つである。  

 

 アパレル業界を取り巻く環境は、近年、激しく変化し、OJT では対応できない知識・技能が

必要となっているが、本来のリカレント教育である就業と学習を交互に繰り返すような教育にお

いては、企業による取組みはほとんどなく、個人が離職して学習する場合が多い。 
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 リカレント教育に取り組む個人は、学習後再就職が可能か、学習内容や身に付ける知識・技術

が必要とされているか、収入がアップするかなどの不安を抱えることとなるので、離職してまで

学習することに踏み切れないのが現状である、 

①学習内容が評価される・企業で必要とされている教育内容の設計 

②就業と学習を交互に繰り返す循環型のリカレント教育ではなく、 

   在職したまま、学習により組める仕組みの構築 

③学習費用等が個人の負担とならないような仕組み 

④学習後の就職への安心感の設計。 

上記 4 点を中心に、専門学校、企業、業界団体の役割や機能で協力関係を構築し、リカレ

ント教育の安定性・持続性を確保するための、体制を整備する。 

 

●アパレル業界の離職について 

アパレル業界の離職理由としては、「交代制の勤務・休みを取りにくいため」、「給与水準

が低い」、「キャリア開発が遅れている」などが上位を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照元 第 108 回労働政策フォーラム「若者の離職と職場定着について考える」（2020 年 2 月 13 日）） 
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（参照元 令和 2年度能力開発基本調査） 

 

本事業で開発するリカレント教育プログラムは、社会環境の変化・顧客価値の変化への対応、

また、デジタル化の技術習得を目的とするプログラムである。本事業で行う技術・知識のアップ

デートにより、 

①キャリア開発が遅れている → 将来への不安が解消される。 

②交代制の勤務・休みを取りにくいため → デジタルへの対応は、企業の体制にもよるが、

在宅勤務等の対応が可能となり、必ずしも実店舗にいる必要がなくなる。 

③給与水準が低い → 企業に対応によるが、実店舗の販売に加え、Eコマースでの売り上げ

に貢献できれば、実績評価が上がると考えられる。また、個人でのネットショップ立ち上げ

なども可能となるため、収入の課題も解決できる可能性が高い。 

 

本事業の教育プログラムで、上記課題の解決につながると考えています 
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（３）開発する講座の概要 

ⅰ）名称 

アパレル業界リカレント教育プログラム 

 

ⅱ）講座に関する基本情報 

基本情報 内容・目標等 

対象とする職業・分野 
服飾分野・小売販売業 

学習ターゲット、目指すべき人材像 

デジタル社会に対応したアパレル人材・

販売員・マーケッター、ネットショップ

運営者 

対象者のレベル（当該プログラムの内

容に関する基礎知識の有無） 

アパレル業界の商品知識・接客知識  

プログラム受講後に想定される受講者

のキャリア・受講者が目指す姿 

アパレル企業のデジタル化推進担当者・

ネットショップ責任者 

開発するプログラムの目標受講者数 

（１期間あたり） 

20 人  

開発するプログラムの想定総授業時数 

（１期間あたり） 

40 時間  

開発するプログラムの想定受講期間 

（１期間あたり） 

2 か月  

ｅ-ラーニングの実施の有無 有 

 

ⅲ）内容 

○課題を踏まえ、今回開発する教育カリキュラム・プログラムの全体像 

本事業では、企業・業界団体と連携して、アパレル業界、主に小売業を対象に、社会や顧

客意識の変化に対応した SDGｓやデジタル化（SNS 利活用・デジタルマーケティングの

知識・技術等）の知識・技術を提供し、社会変化に対応したアパレル人材として、知識・技

術をアップデートするリカレント教育プログラムを開発する。 

 

名称：アパレル業界リカレント教育プログラム 

ポリシー：●社会の変化：コロナ禍による顧客意識の変化 

      ・非接触の購買需要からオンラインによる購入の拡大、電子マネーの利用等 
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・リモートワークにより、仕事服のカジュアル志向が進み、ビジネススーツ

やフォーマルスーツの需要減 

     ●SDGｓへの対応 

（2015 年に提唱された 2030 年までに達成すべき持続可能な開発目標） 

      ・アパレル業界では、不平等の是正、製造者の責任と使用者の責任（販売者

の責任）、地球温暖化、環境負荷の低減等が強いかかわりを持っているが、

近年ではジェンダーレス等注目されている。 

      背景や現状、最終目標に関する知識が必要である 

     ●デジタル化（DX 含む） 

      ・アパレル産業のすべての肯定でデジタル化が進展している。E コマースが

注目を集めているが、デザインや流通の領域においてもデジタル化が進み、

これまでの納期や商品サイクルに変化が生まれている。 

 

科目構成：※本事業で開発する科目 

      令和 5 年度 

●社会・顧客価値観の変化（20 時間程度）   

教育カリキュラム（シラバス・指導計画） 

教育教材VOD、確認テスト、演習課題（課題の評価）を開発 

●SNS 利用技術（20時間程度）        

教育カリキュラム（シラバス・指導計画） 

教育教材VOD、確認テスト、演習課題（課題の評価）を開発 

 

令和 6 年度 

●デジタル技術・ E コマースの SDGS への活用（20 時間程度） 

教育カリキュラム（シラバス・指導計画） 

教育教材VOD、確認テスト、演習課題（課題の評価）を開発 

●メタバース上の店舗と販売手法（30 時間程度）  

教育カリキュラム（シラバス・指導計画） 

教育教材、確認テスト、演習課題（課題の評価）を開発 
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      令和 7 年度 

●顧客体験の設計手法（30 時間程度）   

 教育カリキュラム（シラバス・指導計画） 

 教育教材、確認テスト、演習課題（課題の評価）を開発 

●UX顧客体験マーケティング（30時間程度）   

 教育カリキュラム（シラバス・指導計画） 

 教育教材、確認テスト、演習課題（課題の評価）を開発 

●アパレル業界生成 AI利活用の知識と技術（30 時間程度）   

 教育カリキュラム（シラバス・指導計画） 

 教育教材、確認テスト、演習課題（課題の評価）を開発 

 

 

各科目の目的：  

     ■社会・顧客価値観の変化 

     （これまでに無い、想像を超えた変化で知識を更新する必要がある） 

       社会の変化、デジタル化の進展、コロナ禍の影響、顧客の価値観の変 化等

について、現状を認識しこれからをイメージする。  

     ■ SNS利用技術 

       スマホ・iPhone 等の利用技術、仕事として使用する場合の注意（法令法規

等）、オンライン販売、電子マネー等。 

     ■デジタル技術・ E コマースの SDGS への活用 

       アパレル業界での事例、現在どのような状況になっているかを把握、知識を

アップデートする。 

     ■メタバース上の顧客体験と販売手法 

       実用化されているメタバースでのＵＸ（顧客体験）の設計について学習する。 

     ■顧客体験の設計手法 

       メタバースの活用を含め、良質な顧客体験の提供によるイメージ戦略や販売

促進、実店舗への誘導等の新たな手法が展開されている。UXを設計するた

めの手法を学習する。 

     ■ＵＸマーケティング 

       近い将来必要となるＵＸ（顧客体験）のマーケティングをメタバース上で学

習する 

       現在必要な知識・技術へのアップデートに加え、近い将来に必要になるであ

ろう知識・技術の概要について学習する。 
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     ■アパレル業界生成 AI 利活用の知識と技術 

       実施したアンケート結果から、今後のアパレル業界にとって生成 AI の活用

が求められている事が分かった。このためアパレル業界における生成 AIの

利活用スキルを学習する教育プログラムを整備する。 ■社会・顧客価値観

の変化 

（これまでに無い、想像を超えた変化で知識を更新する必要がある) 

      社会の変化、デジタル化の進展、コロナ禍の影響、顧客の価値観に変化等に

ついて、現状を認識しこれからをイメージする。  

     ■ SNS利用技術 

      スマホ・iPhone 等の利用技術、仕事として使用する場合の注意（法令法規

等）、オンライン販売、電子マネー等。 

     ■デジタル技術・ E コマースの SDGS への活用 

      アパレル業界での事例、現在どのような状況になっているかを把握、知識を

アップデートする。 

     ■メタバース上の店舗と販売手法 

      すでに実用化されているメタバースの店舗での販売について学習する。 

     ■メタバースのマーケティング 

      近い将来必要となるメタバースでのマーケティングについて、概要を学習す

る。 

現在必要な知識・技術へのアップデートに加え、近い将来に必要になるであ

ろう知識・技術の概要について学習する。 
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（４）具体的な取組 

ⅰ）計画の全体像 

令和 5 年度（実績） 

●アパレル業界リカレント教育実態調査 

対象：アパレル企業 

アンケート 業界団体会員・賛助会員 474社（延べ）  

有効回答数：126 件 

ヒアリング  3社    

・アパレル業界においてリカレント教育を実施推奨しているのは、47.2％ 

・専修学校や大学等で実施するリカレントプログラムへの参加を認めている企業は、

70.7％ 

・リカレント教育の形態はオンライン教育が適切との回答が多数 

・リカレント教育で学習してほしいテーマは、 

「マーケティングと販売技術」、 

 「SNSマーケティング」、「デジタルスキルと e コマース」 

・アパレル業界におけるリカレント教育の課題は、 

  長期休暇や時短勤務を含めた時間の確保、受講費用の負担、 

  本業への支障、適切な報酬など評価制度 

  経営者の意見としては、優秀な人材の流出 が挙げられている 

●開発 

・カリキュラム 

・「社会・顧客価値観の変化」ビデオ教材 （VOD）と確認テスト、演習課題 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-

iQOzGifKrRPp4YkJSmK629KoX 

  ・「SNS利用技術」ビデオ教材（VOD） と確認テスト、演習課題 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOx-

DgzcYdJp_SyYWLJ_F9bd 

 

●実証講座 

 ・社会・顧客価値観の変化実証講座 

    ■期 間：令和 6年 2 月 5 日～令和 6 年 2 月末日 

■対象者：社会人、専門学校学生（希望者）    

■受講者：専門学校学生 18 名（※社会人の受講参加は無かった）  

■目 標：社会・顧客価値観の変化の理解 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOzGifKrRPp4YkJSmK629KoX
https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOzGifKrRPp4YkJSmK629KoX
https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOx-DgzcYdJp_SyYWLJ_F9bd
https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOx-DgzcYdJp_SyYWLJ_F9bd
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■講座VOD URL： 

  https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-

iQOzGifKrRPp4YkJSmK629KoX 

■時間数：VOD 再生時間 約 4 時間 

     ワークシート ワーク所要時間 約 7 時間    

                 合計        約 11 時間   

■確認テスト結果 

 社会・顧客価値観の変化（25 問）平均 22.2 点 正答率（100 点換算）88.7 点 

   ※80.0％以上の学生数  15 人 （83.3%） 

■受講者アンケート 

・講座の満足度については、83.3％が満足と回答 

・学習意欲について、55.4％がさらに学習したいと回答 

・知識・技術が向上に関する自己評価は、83.3％が知識・技術が向上したと回答  

・SNS 利用技術実証講座 

■期 間：令和 6年 2月 5 日～令和 6年 2 月末日 

■対象者：社会人、専門学校学生（希望者）    

■受講者：専門学校学生 18 名（※社会人の受講参加は無かった）  

■目 標：SNS利用技術の理解と修得 

■講座VOD URL：  

https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOx-

DgzcYdJp_SyYWLJ_F9bd 

■時間数：VOD 再生時間 約 4 時間 

ワークシート ワーク所要時間 約 10 時間    

合計     約 14 時間   

■確認テスト結果 

・SNS 利用技術（25問）平均 19.4 点 正答率（100 点換算） 77.8 点 

   ※80.0％以上の学生数  8 人 （44.4%） 

 

社会・顧客価値観の変化実証演習、SNS利用技術演習の実証講座は、令和 5 年度の実施は

見送りとした。 

 

●委員会 

 ・実施委員会     1 回   ・調査分科会  1回  ・開発・実証分科会 1 回 

 ・評価委員会   1 回  

https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOzGifKrRPp4YkJSmK629KoX
https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOzGifKrRPp4YkJSmK629KoX
https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOx-DgzcYdJp_SyYWLJ_F9bd
https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOx-DgzcYdJp_SyYWLJ_F9bd
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   ※委員の都合の調整が難しく、少数での打合せ、オンラインミーティング、メール等で

の検討・協議で事業を推進した。 

 

●成果の普及 

・成果の配布  （服飾系専門学校、服飾系企業団体会員企業 252件に配布） 

・成果のWeb 上への公開 https://monka-itaku.net/r5/apparel/ 

 

令和 6 年度 

●アパレル業界 SDGs実態調査 

 アンケート：Web フォームによるアンケートを実施 令和 6 年 10月 24 日～26 日 

 対象：アパレル企業に勤務している人  有効回答数：550名 

 ヒアリング： 12 月 17 日実施（オンライン）  3 社 

        12 月 18 日実施（オンライン） 1 社     計 4 社  

 結果：アパレル業界で SDGｓは、78.8％が理解していると回答 

              アパレル業界でＳＤＧｓへの取組みでは、「大量生産・大量消費・大量廃棄」や

「持続可能な素材の利用」に対する知識が最も重要である。 

             デジタル技術の活用における課題は、社内に活用できる人材が不足している事であ

る。 

             ＳＤＧｓの実現にデジタル技術が活用されていることは、59.3％が知っていると回

答 → ＳＤＧｓ実現にデジタル技術の活用が必要であるとの認識はあるが、会社

にデジタル技術を活用できる人材が不足している。 

 

●開発 

   アパレル業界リカレント教育プログラム 

     ①デジタル技術の SDGs への活用教材 

            カリキュラム、PPT スライド、VOD、確認テスト 

       ②E コマースと SDGs 教材 

              カリキュラム、PPT スライド、VOD作成、確認テスト 

       ③メタバース上の顧客体験と販売手法教材 

           カリキュラム、PPT スライド、VOD作成、確認テスト 

 

 

 

 

https://monka-itaku.net/r5/apparel/
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１）社会・顧客価値観の変化実証講座 

     https://lms.gacco.org/courses/course-v1:gacco+pt176+2024_10/about# 

期間：令和 6 年 10月 10 日～令和 7年 1 月 24 日 

対象：アパレル社員（社会人）  

受講者：２４２名 

    内 受講修了者 ６２名  内 小売業（アパレル）関係者 ３６名 

確認テスト結果（受講終了の小売業（アパレル）関係者の結果） 

    確認テスト 平均点 83.2 点 80 点以上の者 ２９名（80.6％） 

受講修了者アンケート 

    満足度（受講終了の小売業（アパレル）関係者の結果） 

    ・受講してとても良かった、良かった・・・・・・83.3％ 

    ・とても満足、満足・・・・・・・・86.1％ 

２）SNS利用技術実証講座  

         https://lms.gacco.org/courses/course-v1:gacco+pt177+2024_10/about 

期間：令和 6 年 10月 10 日～令和 7年 1 月 24 日 

対象：アパレル社員（社会人）  

受講者：４１３名 

    内 受講修了者 ７８名  内 小売業（アパレル）関係者 ４８名 

確認テスト結果（受講終了の小売業（アパレル）関係者の結果） 

    確認テスト  平均点  82.2 点  80 点以上の者 ４０名（83.3％） 

受講修了者アンケート 

    満足度（受講終了の小売業（アパレル）関係者の結果） 

    ・受講してとても良かった、良かった・・・・・・83.3％ 

    ・とても満足、満足・・・・・・・・87.5％ 

３）デジタル技術の SDGｓへの活用実証講座  

期間：令和 7 年 1月 14 日～2 月 14 日 

対象：アパレル社員（社会人）  

受講者：38名（内 小売業（アパレル）関係者 21 名） 

確認テスト  平均点  76.3 点  80点以上の者 16名（76.2％） 

受講修了者アンケート 

満足度（受講終了の小売業（アパレル）関係者の結果） 

・受講してとても良かった、良かった・・・・・・85.7％ 

・とても満足、満足・・・・・・・・85.7％  

 

https://lms.gacco.org/courses/course-v1:gacco+pt176+2024_10/about
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・デジタル技術の SDGｓへの活用演習  

令和 7 年 2月 2 日(日) 14：00～17：00 （オンライン） 

受講者：18名（内 小売業（アパレル）関係者 14 名） 

受講修了者アンケート 

満足度（受講終了の小売業（アパレル）関係者の結果） 

・受講してとても良かった、良かった・・・・・・71.4％ 

・とても満足、満足・・・・・・・・57.1％ 

４）E コマースと SDGｓ実証講座   

期間：令和 7 年 1月 20 日～2 月 21 日 実施中 

対象：アパレル社員（社会人）  

受講者：23名（内 小売業（アパレル）関係者 12 名） 

確認テスト  平均点  78.6 点  80点以上の者 8名（66.7％） 

受講修了者アンケート 

満足度（受講終了の小売業（アパレル）関係者の結果） 

・受講してとても良かった、良かった・・・・・・75.0％ 

・とても満足、満足・・・・・・・・75.0％ 

５）メタバース上の店舗と販売手法実証講座  演習 

令和 7 年 1月 25 日 14:00～17:00 実施 

対象：デジタル技術の SDGｓへの活用実証講座、 

         Eコマースと SDGｓ実証講座 受講者  

受講者：5名（内 小売業（アパレル）関係者 4 名） 

確認テスト  平均点  76.8 点  80点以上の者 2名（50.0％） 

受講修了者アンケート 

   満足度（受講終了の小売業（アパレル）関係者の結果） 

  ・受講してとても良かった、良かった・・・・・・75.0％ 

  ・とても満足、満足・・・・・・・・50.0％ 

 

●委員会 

  ・実施委員会     3回開催 14名   ・調査分科会     3 回開催 8 名 

  ・開発・実証分科会 3 回開催 9 名   ・評価委員会      2 回 4 名 

 

●成果の普及 

  ●成果物の配布（服飾系専門学校、アパレル企業 計 252件) 
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●成果のWeb 上への公開  

    https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOzGifKrRPp4YkJSmK629KoX 

 https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOx-DgzcYdJp_SyYWLJ_F9bd 

 

●成果のホームページでの公開 

   https://monka-itaku.net/r6/apparel/top/ 

 

令和 7 年度 

●開発 

  ・アパレル業界リカレント教育プログラム 

   ①UXの設計手法教育プログラム    

                  ビデオ教材（VOD）と確認テスト、演習課題 

   ②UXによるマーケティング教育プログラム 

                ビデオ教材（VOD）と確認テスト、演習課題 

     ③生成 AI の利活用知識と技術教育プログラム 

                 ビデオ教材（VOD）と確認テスト、演習課題 

●実証講座 

・UX（顧客体験）設計の手法実証講座 

  対象：アパレル社員（専門学校生）  

      定員：20名 時期：11 月 時間 10時間 

・UXによるマーケティング実証講座 

  対象：アパレル販売員（専門学校生）   

      定員：20名 時期：11 月 時間 10 時間 

・生成 AI の利活用知識と技術実証講座 

  対象：アパレル販売員（専門学校生）  

      定員：20名 時期：12 月 時間 10 時間 

 

●委員会 

 ・実施委員会  4回開催 11 名   ・開発・実証分科会 5 回開催 8 名 

 ・評価委員会  4回開催 4 名 

 

●成果の普及 

 ・成果報告会の実施、成果の配布                ・成果のWeb 上への公開  

 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOzGifKrRPp4YkJSmK629KoX
https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOx-DgzcYdJp_SyYWLJ_F9bd
https://monka-itaku.net/r6/apparel/top/
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ⅱ）今年度の具体的活動 

○実施事項の概要 

●開発 

  ・アパレル業界リカレント教育プログラム 

       ①UX の設計手法教育プログラム 

        ビデオ教材（VOD）と確認テスト、演習課題 

        UX（顧客体験）の設計に関する手法を実践的に学習するプログラム 

       ②UX によるマーケティング教育プログラム 

        ビデオ教材（VOD）と確認テスト、演習課題 

        顧客体験と利用してマーケティングを行うための知識と技術の学習 

       ③生成 AI の利活用知識と技術教育プログラム 

   ビデオ教材（VOD）と確認テスト、演習課題 

            アパレル高地業において生成 AIを利活用するために必要な知識と技術の習得をする

プログラム 

●実証講座 

■令和５年度開発した教育プログラムを用いた実証講座 

 ①社会・顧客価値観の変化実証講座    

      対象：アパレル販売員（専門学校生） 定員：20 名 時期：9 月 時間 10時間 

 ②SNS利用技術実証講座  

     対象：アパレル販売員（専門学校生）  定員：20 名 時期：9月 時間 10時間 

■令和６年度開発する教育プログラムを用いた実証講座 

   ③デジタル技術 SDGｓ活用実証講座   

    対象：アパレル販売員（専門学校生）  定員：20 名 時期：10月 時間 10 時間 

   ④Eコマースと SDGｓ実証講座       

    対象：アパレル販売員（専門学校生）  定員：20 名 時期：10月 時間 10 時間 

■令和 7 年度開発する教育プログラムを用いた実証講座 

   ⑤UX（顧客体験）設計手法実証講座   

      対象：アパレル販売員（専門学校生）  定員：20 名 時期：11月 時間 10 時間 

   ⑥UX によるマーケティング実証講座  

      対象：アパレル販売員（専門学校生）  定員：20 名 時期：11月 時間 10 時間 

   ⑦アパレル業界における生成 AI の利活用の知識と技術 

  対象：アパレル販売員（専門学校生）  定員：20 名時期：12 月 時間 10時間・ 
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●委員会 

 ・実施委員会       4 回開催 11名   ・開発・実証分科会  5 回開催 8名 

 ・評価委員会       4 回開催 4名 

 

●成果の普及 

 ・成果報告会の実施、成果の配布   ・成果の Web 上への公開  
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○事業を実施する上で設置する会議 

会議名① 実施委員会 

目的・役割 事業統括、事業方針策定、事業進捗管理、予算執行管理、連携体制整備、人材

ニーズ把握、課題検討・対応、事業成果検証、成果活用・普及 

検討の具体的内容 ・事業方針策定 ・事業進捗管理  ・予算執行管理   

・各委員会進捗管理 ・リカレント教育の課題・方向性検討   

・成果の活用・普及・他の委員会との連携          

・企業、業界団体との連携、・課題の検討  

委員数  11 人    開催頻度 4 回 

 

会議名② 開発・実証分科会 

目的・役割 リカレント教育プログラム開発、実証講座実施、 

確認テスト実施（達成度の実証）、結果のまとめ 

検討の具体的内容 教育プログラムの企画と概要立案 

カリキュラム・ビデオ教材・確認テスト・ 

演習課題内容検討～決定、開発仕様に関する検討協議、 

VOD配信プラットフォーム検討～決定 

実証概要検討・提案・決定、実証講座効果計測、講座運営、 

企業・企業団体連携 

委員数   8 人       開催頻度 5 回 

 

会議名③ 評価委員会 

目的・役割 実証講座結果分析、プログラムの検証、評価基準方法決定 

検討の具体的内容 ・本事業の教育プログラム（カリキュラム・教材、他）が育成すべき人

材に一致しているかを検討・協議～評価 

・実証講座結果の確認と評価 

・成果の活用（利用できるのもかどうか）や普及（方法や対象）に関す

る評価 

・評価項目、評価方法、評価手法の検討・協議 

・評価者の選定と評価の依頼 

委員数 4 人       開催頻度 4 回 
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○講座の開設に際して実施する実証講座の概要  

実証講座の対象者 アパレル販売員（社会人） 

期間（日数・コマ数）  

●令和５年度開発した教育プログラムを用いた実証講座 

 ①社会・顧客価値観の変化実証講座   時期：9 月 時間 10時間 

 ②SNS利用技術実証講座         時期：9 月 時間 10時間 

●令和６年度開発する教育プログラムを用いた実証講座 

   ③デジタル技術 SDGｓ活用実証講座   時期：10 月 時間 10 時間 

 ④E コマースと SDGｓ実証講座       時期：10 月 時間 10時間 

●令和 7 年度開発する教育プログラムを用いた実証講座 

 ⑤UX（顧客体験）設計手法実証講座     時期：11 月 時間 10時間 

   ⑥UX によるマーケティング実証講座  時期：11 月 時間 10 時間 

 ⑦アパレル業界における生成 AI の利活用の知識と技術 

                    時期：12 月 時間 10 時間  

実施手法及び実施内容  

①社会・顧客価値観の変化実証講座                       VOD（e ラーニング） 

②SNS 利用技術実証講座                            VOD（e ラーニング） 

③デジタル技術 SDGｓ活用実証講座                       VOD（e ラーニング） 

④E コマースと SDGｓ実証講座                                 VOD（e ラーニング） 

⑤UX（顧客体験）設計手法実証講座                           VOD（e ラーニング） 

⑥UXによるマーケティング実証講座                      VOD（e ラーニング） 

⑦アパレル業界における生成 AIの利活用の知識と技術 VOD（e ラーニング） 

想定される受講者数 

①社会・顧客価値観の変化実証講座                        20人 

②SNS 利用技術実証講座                        20 人 

③デジタル技術 SDGｓ活用実証講座                       20人 

④E コマースと SDGｓ実証講座                     20 人 

⑤UX（顧客体験）設計手法実証講座                     20 人 

⑥UXによるマーケティング実証講座                      20人 

⑦アパレル業界における生成 AIの利活用の知識と技術 20人 

延べ 140 人 （対象:アパレル販売員（社会人）） 
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ⅲ）取組を効果的・効率的に実施するための工夫 

●調査により明らかとなった SDGｓの取組の実態・課題に対する対応を本事業リカレン

ト教育プログラムに反映する。 

 

●デジタル技術については、情報系専門学校の協力やノウハウを生かして、教育プログラ

ムを整備する。 

 

●社会人・会社員対象とするため、本事業での実証講座等の実施においては、知識領域は

ビデオにてオンデマンドで学習できる環境を提供する。演習についてもオンデマンドで

対応可能となる方法を検討し、対面での授業実施をしない方向で実証を行う。 

 

●本事業に実証講座は、ビデオ配信、平日夜間・土日を活用して、実施するが、本事業の

成果として実施するリカレント教育プログラムでは、就業者等を対象としたビデオ配信、

働きながらでも学習できる講座と、職を離れて学習する者を対象とした講座の企画を検

討する。 

  

●学習効果の計測は、確認テストで行い、学習者の理解度や学習の不足している領域を明

らかにして、効率的に学習できる仕組みを構築する 

 

●演習ではビデオによるアクティブラーニングが可能か、これに代わる手法等を検討し、

受講者が主体的に学習に取り組めるよう設計する。 

 

●デジタル技術の演習では、実際にスマホ等を操作して、体験的に学習し、利用する

SNS 等についても通常利用されているアプリケーションを利用し、実際の業務と同等

のことを経験する演習を行う。 

 

●VOD による講座実施、e ラーニングプラットフォームを用いた講座実施時の問合せや

質問の対応、モチベーションの維持等の運営の強化を図る。 

 

●企業・業界団体の協力により、実際の業務を演習課題として、実践的なプログラムを提

供する。 

 ※EX) ・協力企業の商品を、SNS を利用して実際に販売する演習等 

（販売システムについては、メルカリ・ヤフオク等を利用) 
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●「教育プログラムの検証体制、検証方法」 

   実証講座受講者の受講修了時のアンケートと確認テストにより教育プログラムの効果を

計測する。 

  ・受講終了時アンケート・・5 段階のリッカート尺度によるアンケート を実施する。 

         講座の範囲、難易度、学習のしやすさ・難しさ、（講座 VOD の速さや内容）、

講座講師、の各項目の結果を分析し教育プログラムを検証する。 

  ・確認テスト・・・・・・・学習項目ごとの確認テスト結果、ルーブリックによる自   

己評価等を比較し、受講者の学習達成度を計測する。項

目の達成度、個人別の学習評価と受講者全員の評価結果

を分析し、教育プログラムで設定した達成目標と比較し、

有用性を確認する。 

                

講座受講者のアンケート結果、確認テストの結果を教育プログラムの開発に携わった企

業・業界団体等と共有し、内容・時間数、受講者の技術の向上の観点から意見を集約する。

教育プログラムで設定する教育目標に到達している受講者の割合、受講者の仕上がり（技

術や知識・能力の習得度合い）等により、企業・業界団体による検証・評価を行う。 

 

事業に参画する企業・業界団体・有識者に教育プログラムの一部を受講いただき、改善や

教育の設計（技術レベル・教育レベル・教育内容等）に関する意見を集約し、教育プログ

ラムの効果を検証する。 

 

（５）事業実施に伴う成果物（成果報告書を除く） 

令和 5 年度 

 ●アパレル業界リカレント教育実態調査報告書 

アパレル業界リカレント教育実態調査の結果・分析等を取りまとめた冊子 

 ●カリキュラム 

・「社会・顧客価値観の変化」の教育カリキュラム・コマシラバス 

・SNS 利用技術の教育カリキュラム・コマシラバス 

 ●「社会・顧客価値観の変化教材」 

ビデオ教材（VOD）と確認テスト、演習課題、教材資料（冊子） 

 ●「SNS 利用技術教材」 

ビデオ教材（VOD）と確認テスト、演習課題、教材資料（冊子） 
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令和 6 年度 

●アパレル業界の SDGｓ事例調査 

●カリキュラム  

・「デジタル技術の SDGS への活用」（20 時間程度）の教育カリキュラム・コマシ

ラバス 

・「E コマースと SDGS」（20 時間程度）の教育カリキュラム・コマシラバス 

・「メタバース上の店舗と販売手法」（30時間程度）の教育カリキュラム・コマシラ

バス 

●「デジタル技術の SDGS への活用」 

ビデオ教材（VOD）と確認テスト、演習課題、教材資料  

●「E コマースと SDGS」 

ビデオ教材（VOD）と確認テスト、演習課題、教材資料  

●「メタバース上の店舗と販売手法」 

メタバース空間（仮想店舗）、教材テキスト、演習課題、教材資料 

 

令和 7 年度 

 ●UX(顧客体験)の設計手法教育プログラム 

       ビデオ教材（VOD）と確認テスト、演習課題、教材資料 

 ●UX によるマーケティング教育プログラム 

       ビデオ教材（VOD）と確認テスト、演習課題、教材資料 

 ●アパレル業界における生成 AI の利活用の知識と技術 

      ビデオ教材（VOD）と確認テスト、演習課題、教材資料 
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（６）事業実施によって達成する成果及び測定指標 

 KPI（成果測定指標）  単位 
事 業 
開始前 

令 和 

５年度 

令 和 

６年度 

令 和 

７年度 

【必須】開発するプログラムの
受講者数 

目標値 人  40 120 80 
実績値 人  36 135  
達成度 ％  90.0 112.5  

（上記 KPI の測定手法） 
講座終了時に行う確認テストの実施により、受講数を特定する 
 

 KPI（成果測定指標）  単位 
事 業 
開始前 

令 和 

５年度 
令 和 

６年度 
令 和 

７年度 

実証講座受講者からの評価 
※肯定的な意見の率 

目標値 
％  

80％
以上 

80％
以上 

80％
以上 

実績値   72.2 81.5  
達成度 ％  90.3 101.9  

（上記 KPI の測定手法） 
実証講座終了時にアンケートを実施し、肯定的な意見を集計する。 
 

 KPI（成果測定指標）  単位 
事 業 
開始前 

令 和 

５年度 
令 和 

６年度 
令 和 

７年度 

想定する教育目標の達成率 

目標値 
  

80％
以上 

80％
以上 

80％
以上 

実績値   66.7 78.5  
達成度 ％  83.4 96.1  

（上記 KPI の測定手法） 
受講修了後の確認テストの結果および演習課題の完成度により、受講者を評価し、受講者全体
の人数の中で教育目標に達している受講者の人数により算出 
 
 

 KPI（成果測定指標）  単位 
事 業 
開始前 

令 和 

５年度 
令 和 

６年度 
令 和 

７年度 

企業からの評価 
※肯定的な意見の率 

目標値 
％  

70％
以上 

80％
以上 

80％
以上 

実績値   ― 73.2  
達成度 ％  ― 91.5  

（上記 KPI の測定手法） 
事業参画企業・業界団体会員企業に実証講座を受講いただき、受講修了後のアンケートによ
り、肯定的な意見を集計する。 
 

 KPI（成果測定指標）  単位 
事 業 
開始前 

令 和 

５年度 
令 和 

６年度 
令 和 

７年度 

プログラムの導入専門学校数 
目標値 校  １校 2 校 3 校 
実績値   1 2  
達成度 ％  100.0 100.0  

（上記 KPI の測定手法） 
服飾系系専門学校に成果物を配布し、利用を促進し、利用申込等の学校数をカウントする。 
 

 KPI（成果測定指標）  単位 
事 業 
開始前 

令 和 

５年度 
令 和 

６年度 
令 和 

７年度 

プログラムの企業研修への活用
企業数 

目標値 社  1 社 2 社 4 社 
実績値   - 1  
達成度 ％  - 50.0  

（上記 KPI の測定手法） 
業界団体を通して、本事業教育プログラムを会員企業に紹介し、活用の状況を確認する。 
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２．事業の成果 

 

１．開発 

（１）UX の設計手法教育プログラム開発 

   ビデオ教材（e ラーニングで提供） 

回数 学習項目 

1 UX とは何か：顧客体験の基本理解 

2 UX とUIの違いと関係性 

3 UX 設計の重要性とビジネスインパクト 

4 UX デザインプロセスの全体像 

5 ユーザー理解のための基本調査手法 

6 ユーザーインタビューの進め方 

7 共感マップの考え方 

8 ペルソナ設計の基礎 

9 カスタマージャーニーマップの目的と作り方 

10 ユーザー課題の発見法 

11 発想手法：ブレインストーミングとスキャンパー法 

12 情報設計と IA（インフォメーションアーキテクチャ）とは 

  URL: https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOwQHehw2TtCvqV3ltXIXtzQ 

  

 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOwQHehw2TtCvqV3ltXIXtzQ
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（２）UX によるマーケティング教育プログラム開発 

   ビデオ教材（e ラーニングで提供） 

回数 学習項目 

1 UX マーケティングとは 

2 顧客体験がブランド戦略に与える影響 

3 UX 観点から見るカスタマージャーニー 

4 タッチポイント設計の基本 

5 UX とブランディングの統合的アプローチ 

6 感情設計によるブランド接点の強化 

7 SNS とUX の相乗効果 

8 コンテンツマーケティングと UX 

9 UX とメールマーケティングの設計 

10 UX 視点での広告表現の設計論 

11 ランディングページのUX 的改善ポイント 

12 モバイルUXとユーザー行動の変化 

13 フォーム最適化とコンバージョンの向上 

14 UX で LTV を伸ばす方法 

15 パーソナライズとセグメント対応 

16 サブスクモデルと UX 設計の基本 

17 顧客エンゲージメントと UX 

18 エモーショナルUXと購買心理 

19 ナッジ理論とマーケティング活用 

20 クチコミ・レビューとUX の関係性 

21 UX 的 SEO コンテンツ設計 

22 AB テストの導入と改善戦略 

23 Web 接客と UX 設計 

24 UX 評価と KPI 設計の基本 

25 成功事例①：D2C ブランド 

26 成功事例②：オムニチャネル連携型 EC 

27 海外の最新 UX マーケ事例 

28 今後のUX マーケティングの方向性 

29 データドリブンUXマーケティング 

30 UX とサブカルチャーのマーケ戦略 

   URL：https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOxwAlstzdy-zhVj36PIY6V9 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOxwAlstzdy-zhVj36PIY6V9
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（３）生成 AI の利活用知識と技術教育プログラム開発 

   ビデオ教材（e ラーニングで提供） 

回数 学習項目 

1 生成 AI とは何か：基礎知識と定義 

2 代表的な生成 AI：ChatGPT・画像生成 AI とは 

3 ChatGPT の基本操作と機能理解 

4 良いプロンプトの条件と書き方 

5 商品紹介文の生成手法 

6 SNS 投稿文・キャッチコピー生成 

7 ブログ・読み物コンテンツの AI 生成 

8 メールやチャット対応文の AI 作成例 

9 AI による顧客アンケート分析 

10 市場調査・競合調査での活用法 

11 SWOT やペルソナ設計での活用アイデア 

12 Excel・データ処理系の支援活用 

13 画像生成AI の概要 

14 ファッション画像の生成の仕組み 

15 コーディネート画像作成の具体例 

16 バナーや POPの生成と工夫 

17 Web サイト用素材生成のポイント 

18 動画生成AI の活用範囲 

19 スタイリング提案の自動化と AI 

20 ファッション業界の事例紹介（国内） 

21 ファッション業界の事例紹介（海外） 

22 生成 AI 導入による業務効率改善例 

23 社内共有や教育での導入ステップ 

24 AI の限界と誤用リスク 

25 法的リスクと著作権・倫理的課題 

26 ChatGPT のリスクと安全な使い方 

27 画像生成AI における注意点 

28 今後の技術トレンドとファッション活用 

29 成功のための導入ステップ整理 

30 生成 AI が変えるファッション広告表現 

   URL： https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOxNdJVg2Xw_ZdjIyflVQ04t 

 

 

 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOxNdJVg2Xw_ZdjIyflVQ04t
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講座VOD 
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（４）VOD による演習プログラム開発 

   01＿生成 AI とは何か：基礎知識と定義 

   演習課題 



 

49 

 



 

50 

 



 

51 

 



 

52 

 

 
 

 

01_生成 AI とは何か：基礎知識と定義 

自己評価基準
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   02_代表的な生成 AI：ChatGPT・画像生成 AI とは 

   演習課題 
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   02_代表的な生成 AI：ChatGPT・画像生成 AI とは 

   演習課題
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２．実証講座 

 本事業で開発した教育教材を用いた実証講座を実施した。 

（１）令和５年度開発した教育プログラムを用いた実証講座    

   ①社会・顧客価値観の変化実証講座  

  期間：令和 7年 12 月～令和 8年 2 月 19 日 

  対象：アパレル社員（社会人）  

  受講者：12 名  修了者 10名 

  確認テスト結果 平均点 85.2 点 80 点以上の者 8 名（80.0％） 

  受講修了者アンケート 満足度 

  ・受講してとても良かった、良かった・・・・・・80.0％ 

  ・とても満足、満足・・・・・・・・80.0％ 

   ②SNS 利用技術実証講座      

  期間：令和 7年 12 月～令和 8年 2 月 19 日 

  対象：アパレル社員（社会人）  

  受講者：16 名  修了者 15名 

  確認テスト結果 平均点 84.3 点 80 点以上の者 13 名（86.7％） 

  受講修了者アンケート 満足度 

  ・受講してとても良かった、良かった・・・・・・80.0％ 

  ・とても満足、満足・・・・・・・・86.7％ 

 

（２）令和６年度開発する教育プログラムを用いた実証講座 

   ③デジタル技術 SDGｓ活用実証講座  

  期間：令和 7年 12 月～令和 8年 2 月 19 日 

  対象：アパレル社員（社会人）  

  受講者：10 名  修了者 6名 

  確認テスト結果 平均点 81.2 点 80 点以上の者 4 名（66.7％） 

  受講修了者アンケート 満足度 

  ・受講してとても良かった、良かった・・・・・・66.7％ 

  ・とても満足、満足・・・・・・・・66.7％ 

   ④E コマースと SDGｓ実証講座  

  期間：令和 7年 12 月～令和 8年 2 月 19 日 

  対象：アパレル社員（社会人）  

  受講者：8 名  修了者 5 名 

  確認テスト結果 平均点 78.6 点 80 点以上の者 4 名（80.0％） 
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  受講修了者アンケート 満足度 

  ・受講してとても良かった、良かった・・・・・・80.0％ 

  ・とても満足、満足・・・・・・・・80.0％ 

 

（３）令和 7 年度開発する教育プログラムを用いた実証講座 

  ⑤UX（顧客体験）設計手法実証講座  

  期間：令和 8年 1月～令和 8年 2 月 19日 

  対象：アパレル社員（社会人）  

  受講者：10 名  修了者 5名 

  確認テスト結果 平均点 85.3 点 80 点以上の者 5 名（100.0％） 

  受講修了者アンケート 満足度 

  ・受講してとても良かった、良かった・・・・・・80.0％ 

  ・とても満足、満足・・・・・・・・100.0％ 

  ⑥UX によるマーケティング実証講座 

  期間：令和 8年 1月～令和 8年 2 月 19日 

  対象：アパレル社員（社会人）  

  受講者：16 名  修了者 9名 

  確認テスト結果 平均点 80.4 点 80 点以上の者 7 名（77.8％） 

  受講修了者アンケート 満足度 

  ・受講してとても良かった、良かった・・・・・・77.8％ 

  ・とても満足、満足・・・・・・・・88.9％ 

  ⑦アパレル業界における生成AI の利活用の知識と技術・・・gacco で開講 

  期間：令和 7年 12 月～令和 8年 2 月 28 日 

  対象：アパレル社員（社会人）  

  受講者：344 名 （内 修了者 70名（修了率 20.3％）令和 8 年 2 月 19 日現在 

  確認テスト結果 平均点 84.6 点 80 点以上の者 58 名（82.9％） 

  課題結果    課題修了者 32 名（課題修了率 45.7％） 

  受講修了者アンケート 満足度 

  ・受講してとても良かった、良かった・・・・・・90.0％ 

  ・とても満足、満足・・・・・・・・81.4％％ 

     https://lms.gacco.org/courses/course-v1:gacco+pt192+2025_12/about 

 

https://lms.gacco.org/courses/course-v1:gacco+pt192+2025_12/about
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３．次年度以降の方針 

 

（１）リカレント教育プログラム 

リカレント教育のプリグラム開発について、当初・・・6 ヵ月、1 年間の体系的な教育プロ

グラムを想定していたが、学習ニーズの高いテーマをスポット的に学習する教育プログラム

に変更して、実際の業務で活用できる内容のプログラムを開発した 

 

日本の企業におけるリカレント教育の位置づけは、仕事-学習-仕事のように学習と仕事を 

交互に繰り返す「循環型」の学び直しという本来のリカレント教育ではなく、就労しながら

学習するというスタイルが主流であるため、体系的な教育プログラムよりも今必要な知識や

技術を短期間で学習できる教育プログラムの方が適していると思われる。 

 

調査結果からも、就労しながら無理なく学習できる教育プログラムが求められ、負担の少な

い e ラーニング（オンデマンド）の活用が有用であることが分かっている。 

 

このため、演習・実習を含め e ラーニング（VOD）で学習・完結できる教育プログラムの

整備を行った。   

   

  ●今後 

   本事業は本年度で終了となるが、 

   ①企業への個別広報、企業団体を通した業界へのアプローチを通して、各企業の状況に       

応じた社員研修プログラム等を提供できる体制を整え、教育機関としてリカレント教育を

推進し、取組む企業・受講する受講者の増加を図る。 

   ②教育プログラムの対象を個人として、自己啓発や能力向上の講座を提供する。 

    本事業で開発した e ラーニングで演習・実習を含め、学習が完結できる教育プログラムの 

有用性を広く告知し、受講者の増加とともに能力のアップデートのためのリカレント教育

を振興・継続する。 
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（２）自走化 

    独立採算部門として、3 か年程度の事業計画の立案をもとに、収入・経費等を検討し、類

似する講座の価格等との比較により、妥当な価格での提供が可能か協議・検討を行い、実

施可能性を模索する。 

    ※主な運営費 

      講師料、会場借料、運営費、実習費、事務費、人件費、オンデマンド配信費、等） 

      広報・宣伝費（広告費、印刷費、発送費等）、 

      講座内容見直し（作成費、コンテンツ制作費）  

    ※収入（主に受講料）  

    

   ●今後の運営体制 

    学内社会人教育部署を中心に事業を統括する 

    ・事業計画の立案 ・広報活動 ・講座運営 ・内容の見直し ・受講者管理 等 

     ※受講者確保について 

      gacco や e ラーニングの社会人向け講座について、就職・キャリアセンター等と連

携して、企業への研修活用の促進をするとともに個人への受講及び就職支援体制を整

備する。 

      受講者は、岡山県の企業及び gacco 等の個人受講者、企業へは個別訪問により講座

を紹介、個人へは gacco や SNS、広報媒体を通して受講者の募集を行う。  

    ・担当部署の人員は、管理者 1 名、他 4 名の 5 名体制（準備期間は全員他業務と兼務）

を想定し、事業の実施が決定したのちは、専任にて業務を行うこととする 

 

（３）課題と対応 

   課題① 

    アパレル産業の情報技術の利活用をテーマに事業を展開したが、先端で対応している企業

とこれから取り組む企業のギャップが大きく、教育プログラムのターゲットの設定が困難

である。 

    ■DXの推進について  

      ・アンケートなどでは、DX を推進している、DXの推進をしたい等の回答が 8 割を

超えるが、実際は、情報化・デジタル化の入り口で、学習内容と乖離する。 

      ・SNS の利用や活用を推進する担当部署等が企業も多く、社員の能力を上げる段階

ではなく、情報収集をしている状態である。SDGｓについても情報技術が重要な

ことは認識しているが、情報技術を利用できる人材が不足している企業が多い。 
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   対応① 

    ギャップを「IT スキルの差」ではなく、経営・業務・人材・文化にまたがる     

多層的な差として捉え、各段階に最適化した教育プログラムを提供する。 

    ■未整備 → 可視化 → デジタル化 → データ活用 → 戦略 DX  

     各段階における人材教育の提供を検討する 

A 経営・戦略レベル

のギャップ観点 

先端企業 未整備・これから対応を

する企業 

IT の位置づけ 競争優位の中核 コスト削減・効率化手段 

投資判断 中長期視点で継続投資 短期回収・補助金依存 

意思決定 データドリブン  経験・勘・慣習 

 

B 人材・スキルのギ

ャップ観点  

先端企業 未整備・これから対応を

する企業 

 IT人材 専任・横断チーム 兼務・外注依存 

現場理解 IT×業務の橋渡し人材 分断（IT は分からない） 

学習姿勢 継続的リスキリング 必要に迫られてから 

 

   課題② 

    生成 AI 等の情報技術の進展の速度に教育の内容が追い付けない。 

    ※ChatGPT・・2022 年 11 月末に公開される →  2025 年 11 月で 3年が経過  

            → 公開から 3年で実用化～業務への利用、必要人材の変化など産業

界に大きな変化をもたらしている 

    生成 AI の利用に関する法律や制度の内容を理解するとともに、産業界において有用な利

用方法を提案する。また、生成 AI の研究を行い、能力アップデートのための教育プログ

ラムを継続的に提供し、他の情報システムの利用と同様、通常業務での利用を促進する方

法を提供することに努める。 
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４．成果の普及と活用 

（１）本事業の成果物 

  ①社会・顧客価値観の変化教育プログラム 

      https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOzGifKrRPp4YkJSmK629KoX 

  ②SNS 利用技術教育プログラム 

    https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOx-DgzcYdJp_SyYWLJ_F9bd 

      ③デジタル技術の SDGs への活用教育プログラム 

     https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOxoouY45bneru9l-qgfoS-A 

      ④・Eコマースとサステナビリティ教育プログラム 

     https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOyb7OcqEtTgqkjALazZ1KXI 

      ⑤メタバース上の顧客体験と販売手法教育プログラム 

    教材 PDFファイル  

    ⑥UXの設計手法教育プログラム 

        https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOwQHehw2TtCvqV3ltXIXtzQ 

  ⑦UX によるマーケティング教育プログラム 

        https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOxwAlstzdy-zhVj36PIY6V9 

  ⑧生成 AI の利活用知識と技術教育プログラム 

        https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOxNdJVg2Xw_ZdjIyflVQ04t 

  

（２）成果の活用 

・本事業で開発した教育カリキュラム・プログラムは、当校の特別授業や正規課程のプログ

ラムとして活用を促進する。 

 

・本事業の調査結果・開発した教育カリキュラム・プログラム、実証講座の結果ついて、こ

れからの教育への必要性を解説し、専門学校教育への導入を促進する。 

 

・事業の実証結果や導入・実施した専門学校の事例等を紹介し、活用を促進する。 

 

（３）リカレント教育の推進 

・本事業で開発したリカレント教育プログラムを用いた社会人対象の講座実施の課題を明ら

かにし、自走化に向けた対応を検討する。 

 

・教育プログラムの導入について、業界団体・企業と連携して、社員教育等への活用を促進

する。 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOzGifKrRPp4YkJSmK629KoX
https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOx-DgzcYdJp_SyYWLJ_F9bd
https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOxoouY45bneru9l-qgfoS-A
https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOyb7OcqEtTgqkjALazZ1KXI
https://monka-itaku.net/r6/apparel/wp-content/uploads/2025/03/%E3%80%90%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E6%B3%95%E4%BA%BA%E7%AC%AC%E4%B8%80%E5%B9%B3%E7%94%B0%E5%AD%A6%E5%9C%92%E4%B8%AD%E5%9B%BD%E3%83%87%E3%82%B6%E3%82%A4%E3%83%B3%E5%B0%82%E9%96%80%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E3%80%91%E3%82%A2%E3%83%83%E3%83%97%E3%83%87%E3%83%BC%E3%83%88%EF%BC%88%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%A0%E9%96%8B%E7%99%BA%EF%BC%89_5%E3%83%A1%E3%82%BF%E3%83%90%E3%83%BC%E3%82%B9.pdf
https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOwQHehw2TtCvqV3ltXIXtzQ
https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOxwAlstzdy-zhVj36PIY6V9
https://www.youtube.com/playlist?list=PLdAgvM7-iQOxNdJVg2Xw_ZdjIyflVQ04t
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（３）フォローアップ体制・方法 

・本事業成果等の普及・活用促進について担当部署を明確にして、事業の終了後も活動を継

続的に実施する体制を整備する。 

 

・本事業において連携している企業・業界団体と共同して、アパレル産業のリカレント教育

の推進を行うとともに、継続的な実施に向けた具体的な取り組みを検討する。 

 

・定期的に教育プログラムの内容を見直し、継続的に更新できる仕組みを構築する。 

 

・教育団体等と連携して、指導者・教員の育成のための研修会を企画、実施し、本事業で開

発した教育プログラムの活用の促進とリカレント教育実施の推進をする。 
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令和 7 年度「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・スキリング）推進事業」 

アパレル産業における社会変化に対応した技能アップデートプログラムの開発と実証事業 
 

 

成 果 報 告 書 
 

 

令和 8 年 2月 

 

学校法人第一平田学園 中国デザイン専門学校 

〒700-0842 岡山県岡山市北区船頭町１２   

電話：086-225-0791  

 

    ●本書の内容を無断で転記､掲載することは禁じます。 
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